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町勢功労者に３人

秋
の
叙
勲

　

府
金
正
次
郎
さ
ん（
72
歳
・
新
町
）に
こ
の
ほ
ど「
瑞

宝
単
光
章
」
が
授
与
さ
れ
11
月
７
日
、
役
場
で
鈴
木

重
男
町
長
か
ら
勲
記
と
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

府
金
さ
ん
は
、
昭
和
39
年
に
葛
巻
町
消
防
団
に
入

団
。
第
２
分
団
班
長
や
本
部
部
長
を
歴
任
後
、
平
成

18
年
４
月
か
ら
平
成
23
年
３
月
ま
で
本
部
副
分
団
長

を
務
め
、
防
火
活
動
や
災
害
予
防
活
動
、
消
防
施
設

の
整
備
充
実
、
団
員
の
資
質
向
上
な
ど
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

府
金
さ
ん
は
「
町
や
消
防
団
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
47
年
間
、
消
防
団
を
務

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
防
火
活
動

に
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

瑞ず

い

宝ほ

う

単た

ん

光こ

う

章し
ょ
う

消
防
団
活
動
に
尽
力

府ふ

金が

ね 

正し
ょ
う

次じ

郎ろ

う

さ
ん

　

大
臣
表
彰
受
賞
で
決
意
も
新
た
に

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
す

　

町
消
防
団
（
長
岡
宏
団
長
）
は
11
月
３

日
、
く
ず
ま
き
高
原
牧
場
も
く
・
木
ド
ー

ム
で
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
受
賞
祝
賀
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
祝
賀
会
は
、
町
消
防
団
が
今
年
９

月
に
防
災
功
労
者
と
し
て
同
表
彰
を
受
賞

し
た
事
を
祝
い
開
催
さ
れ
、
消
防
団
員
や

婦
人
消
防
協
力
隊
な
ど
関
係
者
約
３
７
０

人
が
出
席
し
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

長
岡
団
長
は
「
本
日
出
席
の
皆
さ
ま
か

ら
郷
土
愛
に
燃
え
て
い
る
若
い
団
員
た
ち

に
力
強
い
お
言
葉
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
今

後
の
活
動
の
励
み
に
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
鈴
木
重
男
町
長
が
「
町
民
の

大
き
な
誇
り
や
元
気
に
つ
な
が
る
表
彰
で

あ
る
。
今
後
も
町
と
消
防
団
が
一
体
と
な

り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て

前
進
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
中
崎
和
久
町
議
会
議
長

の
ほ
か
、
千
葉
伝
県
議
会
議
長
、
鈴
木
俊

一
衆
議
院
議
員
、
平
野
達
男
参
議
院
議
員
、

主
濱
了
参
議
院
議
員
、
畑
浩
治
衆
議
院
議

員
ら
が
祝
辞
を
述
べ
、
消
防
団
の
高
い
防

災
意
識
や
町
へ
貢
献
す
る
強
い
精
神
を
賞

賛
し
ま
し
た
。

　

馬
淵
川
源
流
太
鼓
の
会
や
婦
人
消
防
協

力
隊
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、

会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

約
３
７
０
人
が
盛
大
に
祝
う

１

２３

1消防団員や婦人消防協力隊
など関係者約370人が出席し
た会場　2婦人消防協力隊の
参加者全員によるアトラク
ション　3力強い太鼓で受賞
を祝う馬淵川源流太鼓の会

防
災
功
労
者 

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
受
賞

葛
巻
町
消
防
団

　長岡宏さん(72歳・新町)は11月25日、
東京都で開催された消防団120年・自治
体消防65周年記念大会の席上で、内閣
総理大臣から表彰されました。
　長岡さんは、昭和41年に葛巻町消防
団に入団。第２分団長や副団長を歴任後、
平成９年12月から今年11月まで団長を
務められました。この間、県消防協会副
会長も務めるなど卓越した指導力と豊富
な識見により、町の防災活動に多大の貢
献をされました。
　入団から一貫して消防使命の重要性を

認識し、昭和44年に旧山形村で一週間
も燃え続けた林野火災、昭和51年に田
部地区で発生した本町における最大規模
の林野火災、さらに平成23年の大雨災
害などで不眠不休の防災活動に当たりま
した。
　11月30日付けで退団された長岡さん
は「今回の受賞は、47年間、活動を支
えてくれた皆さんのおかげです。これか
らも町消防団ＯＢとして、さまざまな活
動に協力していきたいです」と喜びと抱
負を語りました。

内閣総理大臣表彰 前町消防団長 長岡　宏さん

　平成25年度の町勢功労者表彰式は11月13日、グリー
ンテージで行われ、地方自治と産業経済の２つの分野
で町の発展に貢献された３人の方に功労賞、町へ多額
の寄付をされた２人の方に感謝状が鈴木重男町長から
贈られました。

功績たたえ晴れの表彰

川戸  信一さん
（78歳・小田）

　昭和36年２月から現在まで
52年間の長きにわたり、町の
統計調査員を務められています。
この間、国勢調査をはじめ、農
林業センサスなど各種統計調査
に従事するとととに、町民への
統計思想の普及と町の発展に多
大な貢献をされました。

功労賞（地方自治功労）

木戸場 憲
のり

一
かず

さん
（63歳・小苗代）

　昭和61年４月から平成25年
７月まで27年間にわたり、江
刈（旧小苗代）納税組合長、町
自治会連合会納税部会長などを
務められました。町民の納税思
想の高揚に努め、納税率向上に
向けた納税組織の推進役として
多大な貢献をされました。

功労賞（地方自治功労）

橘　 　隆さん
（66歳・江刈馬渕）

　昭和59年２月から平成21年
５月まで25年間にわたり、旧
町農業協同組合代表理事組合長、
㈳町畜産開発公社副理事長、町
森林組合理事などを務められま
した。持ち前のリーダーシップ
を発揮し、町の農林業振興に多
大な貢献をされました。

功労賞（産業経済功労）
㈱アキヤマ
代表取締役　秋山 照明さん（一戸町）
　教育振興に向けて町に200万円を寄付されま
した。これまでも多額の寄付や大鍋などを寄贈
されるなど町へ多大な貢献をされています。

　葛巻育英奨学会に向けて町に100万円を寄付
されました。これまでに町議会議員や町文化協
会長を務めるなど町へ多大な貢献をされていま
す。

今野 國夫さん（茶屋場）

感  謝  状

消防団120年・自治体消防65周年記念


